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氏名蟻川浩

(論文内容の要旨)

本論文は､高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を中心とするｸﾞﾘｯﾄﾞ環境の構築において,問題解

決を主とするｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施者に対してﾀｽｸ実行を容易にするためのﾌﾚ

-ﾑﾜ-ｸについて論じたものである｡

広域に分散した計算機の資源を用いて構築されるｸﾞﾘｯﾄﾞは高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算

に適している｡高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算によるｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを実施したいという要求

が高まる-方で､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施者の知識や経験に基づいてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行

を柔軟に変更できる仕組みが求められている｡本論文では､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施者

の意思決定に基づくｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施の必要性と高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を指向し

たｸﾞﾘｯﾄﾞ環境構築における現状と問題意識を示した｡そして､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実

施者の知識や経験に基づいてﾀｽｸの実行制御やﾊﾟﾗﾒ-ﾀの変更を可能にするた

めに意思決定支援ﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸを提案した｡

意思決定支援ﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸは以下の2点に注目して設計した｡大規模なｼﾐｭﾚ

-ｼｮﾝになるほど様々なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを利用してｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝが行われること

から､ﾀｽｸﾌﾛ-に基づくｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施を可能していることo高ｽﾙ-ﾌﾟ

ﾂﾄ計算を可能にするために大量ﾀｽｸ実行を支援するための仕組みを提供してい

ること｡また,意思決定支援ﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸではﾀｽｸﾌﾛ-情報の修正のみでﾀｽ

ｸの実行制御を可能にするﾀｽｸﾌﾛ-差分実行機構とﾊﾟﾗﾒ-ﾀﾘｽﾄの中から

特定のﾊﾟﾗﾒ-ﾀを優先実行するための機構を組み込んでいる｡これらにより,ｼﾐ

ｭﾚ-ｼｮﾝ実施者の知識や経験に基づいたｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝが実現できるように
なる｡

本論文では高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を指向した例としてﾀﾝﾊﾟｸ質立体構造予測とﾏ

ﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによる託児所配置間題を取り上げ､それぞれのｼ

ﾐｭﾚ-ｼｮﾝを実現するためのｸﾞﾘｯﾄﾞ環境を構築するとともに､提案するﾌﾚ-

ﾑﾜ-ｸを適用した｡ﾀﾝﾊﾟｸ質立体構造予測向けｸﾞﾘｯﾄﾞ環境では､ﾀｽｸﾌﾛ-

差分実行機構によりｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施者がﾀｽｸﾌﾛ-情報を修正することで

立体構造予測結果が改善されることを確認した｡また､ﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄｼﾐｭﾚ

-ｼｮﾝによる託児所配置問題向けｸﾞﾘｯﾄﾞ環境では,ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施者が特

定のﾀｽｸを優先的に実行できるようにしたことで最適解の探索にかかる時間が改
善された｡

以上の取り組みから､本論文で提案する意思決定支援ﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸによってｼﾐ

ﾕﾚ-ｼｮﾝ実施者の対話的操作に基づいたｸﾞﾘｯﾄﾞ環境を構築できることを確認
した｡



氏名 蟻川浩

(論文審査結果の要旨)

本論文は､高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を指向したｸﾞﾘｯﾄﾞ環境の構築における実施者の知

識や経験に基づくｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施の困難さおよび間題意識を明らかにすると

ともに,ﾀｽｸ実行制御に焦点を当てた実施者の意思決定を支援するためのﾌﾚ-ﾑ

ﾜ-ｸを提案している｡また､提案するﾌﾚ-ﾑﾜ-ｸを高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算の具体

的事例に適用し､その有効性を示している｡

本論文の成果は以下に要約される｡

1 ･ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝの実施者は解探索時間の短縮､解精度の向上のために試行錯誤

によるｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施を要求していること､これまでの高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を

指向したｸﾞﾘｯﾄﾞ環境では実行中のｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝに対して実施者の判断による

ﾀｽｸのﾊﾟﾗﾒ-ﾀ修正が困難であるためにﾀｽｸの実行操作が柔軟に実現できな

いことを指摘している｡本論文では実施者のﾀｽｸ実行操作に着目し､実施者の意思

決定に基づくﾀｽｸ実行操作を実現するために､ﾀｽｸ管理を中心としたﾌﾚ-ﾑﾜ

-ｸを提案し､実施者の継続的改善が可能になることを示している｡

2･複雑なｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施に対応すべく､ﾀｽｸﾌﾛ-惜報の修正位置から実

行することを可能にするための機構としてﾀｽｸﾌﾛ-差分実行機構を提案してい

る｡これまで､依存関係をもつｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝでは途中からのﾀｽｸ実行が困難で

あったが､提案手法では修正を施したﾀｽｸﾌﾛ-情報を意思決定支援ﾌﾚ-ﾑﾜ-

ｸに投入するだけで修正した位置からﾀｽｸ実行が継続可能であることを示してい

るoまた､ﾀﾝ^oｸ質立体構造予測問題解決ｼｽﾃﾑに適用し,ﾀｽｸﾌﾛ-差分実

行機構によって重複したﾀｽｸの実行を抑えるとともに解精度向上の有効性を確認
している｡

3･高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算では大量のﾀｽｸを実行することに注目し､ﾀｽｸの実行中

に特定の^oﾗﾒ-ﾀを優先実行する機構を提案しているoこれまで大量ﾀｽｸ実行に

おいてはﾀｽｸ実行を開始するとﾊﾟﾗﾒ-ﾀﾘｽﾄの順序を変更することができな

かったが､提案手法では既に実行されたﾊﾟﾗﾒ-ﾀを除外して優先するﾊﾟﾗﾒ-ﾀの

実行順位を変更するため､ ^oﾗﾒ-ﾀの重複実行を回避し､かつ解探索時間の短縮が

可能であることを示している｡また,ﾏﾙﾁｴ-ｼﾞｪﾝﾄｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによる託

児所配置間題解決ｼｽﾃﾑに適用し,ﾀｽｸ優先実行機構によって解探索時間が短縮
できることを確認している｡

以上のように､本論文では高ｽﾙ-ﾌﾟｯﾄ計算を指向したｸﾞﾘｯﾄﾞ環境に対して実

施者の知識や経験に基づくﾀｽｸ実行操作を可能にし,その有為性が示されている｡

これは学術上だけでなく､ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ実施を主業務とする研究者や技術者がｸﾞ

ﾘｯﾄﾞ環境を利用して問題解決に専念するための新たなｱﾌﾟﾛ-ﾁであり､その員献

度は大きいといえる｡よって,本論文は博士(工学)の学位論文としてふさわしいも
のと認める｡


